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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月5日(2018.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを備え、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が
、前記無認可無線周波数スペクトル帯域のいくつかの周波数インターレースにおいて送信
される、
　方法。
【請求項２】
　ＣＵＢＳの少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して前記送
信することが、
　第１のＣＵＢＳの少なくとも一部分と第２のＣＵＢＳの少なくとも一部分とを、前記無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信することを備え、ここにおいて、前記送信す
ることが、第１のシンボル期間の少なくとも分数期間を備えるプリアンブルの間に行われ
、前記第１のＣＵＢＳが、前記第２のＣＵＢＳと異なる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のシンボル期間が、複数のサブ期間を備え、ここにおいて、前記送信すること
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が、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための前記競合に前記勝つことに
後続する、いくつかの完全なサブ期間の各々の中で、前記第１のＣＵＢＳのインスタンス
を送信することを備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＵＢＳの前記インスタンスが前記第１のＣＵＢＳまたは前記第２のＣＵＢ
Ｓの別のインスタンスと境を接するとき、前記第１のＣＵＢＳが、時間領域における滑ら
かさをもたらす周期的なゼロ交差を備える、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、前記送信することが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信
することと、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信することとを備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
前記方法が、
　前記第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させることをさらに備え、
　ここにおいて、前記送信することが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間および前記第２のシンボル期間の第１の部分に
わたって、前記第１のＣＵＢＳを送信することと、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末
尾部分を送信することとを備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間と、前記
第２のシンボル期間に後続する第３のシンボル期間とを備え、ここにおいて、前記送信す
ることが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間および前記第２のシンボル期間の第１の部分に
わたって、前記第１のＣＵＢＳを送信することと、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信す
ることと、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信することとを備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
前記方法が、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させることをさらに備え、
　ここにおいて、前記送信することが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの
末尾部分を送信することと、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信することとを備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分と前記第２のＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分との送信接合部において、ウィンドウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行する
こと
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　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の始まりにおいて、ウィンドウ処理
およびオーバーラップ加算演算を実行すること
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＣＵＢＳおよび前記第２のＣＵＢＳの各々が、１つのシンボル期間の持続時
間を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のＣＵＢＳが、前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２の
ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき送信に含まれる信号のコピーを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２のＣＵＢＳの前記少なくと
も一部分が、前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２のＣＵＢＳの前
記少なくとも一部分の前記送信の後に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介した第
１の送信のために使用されるアンテナポートおよびプリコーダの同じセットを使用して、
前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信される、請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つための手段と、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信するための手段とを備え、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分が、前記無認可無線周波数スペクトル帯域のいくつかの周波数インターレースにおい
て送信される、
　装置。
【請求項１５】
　実行されたとき、コンピュータに、請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の方法を実
行させる命令を備える、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３７０】
　[0399]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられたものである。本開示の様々な変更は当業者に容易に明らかとなり、
本明細書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適
用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべき
でなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを備え、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が
、前記無認可無線周波数スペクトル帯域のいくつかの周波数インターレースにおいて送信
される、
　方法。
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［Ｃ２］
　ＣＵＢＳの少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して前記送
信することが、
　第１のＣＵＢＳの少なくとも一部分と第２のＣＵＢＳの少なくとも一部分とを、前記無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信することを備え、ここにおいて、前記送信す
ることが、第１のシンボル期間の少なくとも分数期間を備えるプリアンブルの間に行われ
、前記第１のＣＵＢＳが、前記第２のＣＵＢＳと異なる、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のシンボル期間が、複数のサブ期間を備え、ここにおいて、前記送信すること
が、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための前記競合に前記勝つことに
後続する、いくつかの完全なサブ期間の各々の中で、前記第１のＣＵＢＳのインスタンス
を送信することを備える、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のＣＵＢＳの前記インスタンスが前記第１のＣＵＢＳまたは前記第２のＣＵＢ
Ｓの別のインスタンスと境を接するとき、前記第１のＣＵＢＳが、時間領域における滑ら
かさをもたらす周期的なゼロ交差を備える、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、前記送信することが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信
することと、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信することとを備える、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
前記方法が、
　前記第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させることをさらに備え、　
ここにおいて、前記送信することが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間および前記第２のシンボル期間の第１の部分に
わたって、前記第１のＣＵＢＳを送信することと、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末
尾部分を送信することとを備える、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間と、前記
第２のシンボル期間に後続する第３のシンボル期間とを備え、ここにおいて、前記送信す
ることが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間および前記第２のシンボル期間の第１の部分に
わたって、前記第１のＣＵＢＳを送信することと、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信す
ることと、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信することとを備える、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
前記方法が、
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　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させることをさらに備え、　
ここにおいて、前記送信することが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの
末尾部分を送信することと、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信することとを備える、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分と前記第２のＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分との送信接合部において、ウィンドウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行する
こと
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の始まりにおいて、ウィンドウ処理
およびオーバーラップ加算演算を実行すること
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のＣＵＢＳおよび前記第２のＣＵＢＳの各々が、１つのシンボル期間の持続時
間を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第２のＣＵＢＳが、前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２の
ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき送信に含まれる信号のコピーを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記信号が、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記送信が、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、サウンディング
基準信号（ＳＲＳ）、スケジューリング要求（ＳＲ）、またはそれらの組合せのうちの少
なくとも１つを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２のＣＵＢＳの前記少なくと
も一部分が、前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２のＣＵＢＳの前
記少なくとも一部分の前記送信の後に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介した第
１の送信のために使用されるアンテナポートおよびプリコーダの同じセットを使用して、
前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記競合に前記勝つこと、および前記送信することが、ユーザ機器（ＵＥ）によって実
行される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つための手段と、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信するための手段とを備え、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分が、前記無認可無線周波数スペクトル帯域のいくつかの周波数インターレースにおい
て送信される、
　装置。
［Ｃ１８］
　ＣＵＢＳの少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信す
るための前記手段が、第１のＣＵＢＳの少なくとも一部分と第２のＣＵＢＳの少なくとも
一部分とを、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するための手段を備え、
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ここにおいて、前記送信することが、第１のシンボル期間の少なくとも分数期間を備える
プリアンブルの間に行われ、前記第１のＣＵＢＳが、前記第２のＣＵＢＳと異なる、Ｃ１
７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１のシンボル期間が、複数のサブ期間を備え、ここにおいて、送信するための前
記手段が、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための前記競合に前記勝つことに
後続する、いくつかの完全なサブ期間の各々の中で、前記第１のＣＵＢＳのインスタンス
を送信するための手段を備える、
　Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第１のＣＵＢＳの前記インスタンスが前記第１のＣＵＢＳまたは前記第２のＣＵＢ
Ｓの別のインスタンスと境を接するとき、前記第１のＣＵＢＳが、時間領域における滑ら
かさをもたらす周期的なゼロ交差を備える、
　Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、送信するための前記手段が、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信
するための手段と、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するための手段とを備える
、
　Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
前記装置が、
　前記第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させるための手段をさらに備
え、
　ここにおいて、送信するための前記手段が、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間および前記第２のシンボル期間の第１の部分に
わたって、前記第１のＣＵＢＳを送信するための手段と、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末
尾部分を送信するための手段とを備える、
　Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間と、前記
第２のシンボル期間に後続する第３のシンボル期間とを備え、ここにおいて、送信するた
めの前記手段が、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間および前記第２のシンボル期間の第１の部分に
わたって、前記第１のＣＵＢＳを送信するための手段と、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信す
るための手段と、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するための手段とを備える
、
　Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
前記装置が、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させるための手段をさらに備
え、
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　ここにおいて、送信するための前記手段が、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの
末尾部分を送信するための手段と、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するための手段とを備える
、
　Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分と前記第２のＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分との送信接合部において、ウィンドウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行する
ための手段
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の始まりにおいて、ウィンドウ処理
およびオーバーラップ加算演算を実行するための手段
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１のＣＵＢＳおよび前記第２のＣＵＢＳの各々が、１つのシンボル期間の持続時
間を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第２のＣＵＢＳが、前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２の
ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき送信に含まれる信号のコピーを備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記信号が、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記送信が、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、サウンディング
基準信号（ＳＲＳ）、スケジューリング要求（ＳＲ）、またはそれらの組合せのうちの少
なくとも１つを備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２のＣＵＢＳの前記少なくと
も一部分が、前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分および前記第２のＣＵＢＳの前
記少なくとも一部分の前記送信の後に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介した第
１の送信のために使用されるアンテナポートおよびプリコーダの同じセットを使用して、
前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記装置が、ユーザ機器（ＵＥ）を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリとを備え、
　前記プロセッサおよびメモリが、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを行うように構成され、前記ＣＵＢＳの前記少な
くとも一部分が、前記無認可無線周波数スペクトル帯域のいくつかの周波数インターレー
スにおいて送信される、
　装置。
［Ｃ３４］
　ＣＵＢＳの少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信す
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るように構成された、前記プロセッサおよびメモリが、第１のＣＵＢＳの少なくとも一部
分と第２のＣＵＢＳの少なくとも一部分とを、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して送信するように、前記プロセッサによって実行可能な命令を備え、ここにおいて、前
記送信することが、第１のシンボル期間の少なくとも分数期間を備えるプリアンブルの間
に行われ、前記第１のＣＵＢＳが、前記第２のＣＵＢＳと異なる、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第１のシンボル期間が、複数のサブ期間を備え、ここにおいて、送信するように構
成された前記プロセッサおよびメモリが、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための前記競合に前記勝つことに
後続する、いくつかの完全なサブ期間の各々の中で、前記第１のＣＵＢＳのインスタンス
を送信するように、前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記第１のＣＵＢＳの前記インスタンスが前記第１のＣＵＢＳまたは前記第２のＣＵＢ
Ｓの別のインスタンスと境を接するとき、前記第１のＣＵＢＳが、時間領域における滑ら
かさをもたらす周期的なゼロ交差を備える、
　Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、送信するように構成された前記プロセッサおよびメモリが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信
し、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するように、前記プロセッ
サによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、前記プロセッサおよびメモリが、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させるように構成され、
　ここにおいて、送信するように前記プロセッサによって実行可能な前記命令が、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの
末尾部分を送信し、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するように、前記プロセッ
サによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記プロセッサおよびメモリが、
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分と前記第２のＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分との送信接合部において、ウィンドウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行する
ように構成される、
　Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４０］
　プロセッサおよびメモリが、
　前記第１のＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の始まりにおいて、ウィンドウ処理
およびオーバーラップ加算演算を実行するように構成される、
　Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記装置が、ユーザ機器（ＵＥ）を備える、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４２］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
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可読媒体であって、前記コードが、プロセッサによって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを行うように実行可能であり、前記ＣＵＢＳの前
記少なくとも一部分が、前記無認可無線周波数スペクトル帯域のいくつかの周波数インタ
ーレースにおいて送信される、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４３］
　ＣＵＢＳの少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信す
るように、前記プロセッサによって実行可能な前記コードが、第１のＣＵＢＳの少なくと
も一部分と第２のＣＵＢＳの少なくとも一部分とを、前記無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して送信するように、前記プロセッサによって実行可能なコードを備え、ここにお
いて、前記送信することが、第１のシンボル期間の少なくとも分数期間を備えるプリアン
ブルの間に行われ、前記第１のＣＵＢＳが、前記第２のＣＵＢＳと異なる、Ｃ４２に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４４］
　前記第１のシンボル期間が、複数のサブ期間を備え、ここにおいて、送信するように前
記プロセッサによって実行可能な前記コードが、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための前記競合に前記勝つことに
後続する、いくつかの完全なサブ期間の各々の中で、前記第１のＣＵＢＳのインスタンス
を送信するように、前記プロセッサによって実行可能なコードを備える、
　Ｃ４３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４５］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、送信するように前記プロセッサによって実行可能な前記コードが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信
し、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するように、前記プロセッ
サによって実行可能なコードを備える、
　Ｃ４３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４６］
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間に後続する第２のシンボル期間を備え、
ここにおいて、前記コードが、前記プロセッサによって、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させるように実行可能であり
、
　ここにおいて、送信するように前記プロセッサによって実行可能な前記コードが、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの
末尾部分を送信し、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記第２のＣＵＢＳを送信するように、前記プロセッ
サによって実行可能なコードを備える、
　Ｃ４３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ４７］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　次のシンボル期間境界の前のしきい値時間内に前記競合に勝ったかどうかを決定するこ
とと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを備え、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が
、第１のシンボル期間の分数期間を備えるプリアンブルの間に送信され、前記ＣＵＢＳの
前記少なくとも一部分が、前記決定することに少なくとも部分的に基づく、
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　方法。
［Ｃ４８］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第２のシンボル期間の間に送信される、
　Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、前
記方法が、
　第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させることと、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末尾部分を送信することとをさらに備える
、
　Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間と第３のシンボル期間とを備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、前
記方法が、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信することと、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信することとをさらに備える、
　Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳが、第１のＣＵＢＳを備え、前記方法が、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させることと、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの末尾部分を送信することと、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信することとをさらに備える、
　Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ５２］
　前記競合に前記勝つこと、および前記送信することが、ユーザ機器（ＵＥ）によって実
行される、Ｃ４７に記載の方法。
［Ｃ５３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つための手段と、
　次のシンボル期間境界の前のしきい値時間内に前記競合に勝ったかどうかを決定するた
めの手段と、
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　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信するための手段とを備え、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一
部分が、第１のシンボル期間の分数期間を備えるプリアンブルの間に送信され、前記ＣＵ
ＢＳの前記少なくとも一部分が、前記決定することに少なくとも部分的に基づく、
　装置。
［Ｃ５４］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第２のシンボル期間の間に送信される、
　Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、前
記装置が、
　第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させるための手段と、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末尾部分を送信するための手段とをさらに
備える、
　Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間と第３のシンボル期間とを備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、前
記装置が、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信するための手段と、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信するための手段とをさらに備える、
　Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳが、第１のＣＵＢＳを備え、前記装置が、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させるための手段と、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの末尾部分を送信するための手段と、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信するための手段とをさらに備える、
　Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記装置が、ユーザ機器（ＵＥ）を備える、Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリとを備え、
　前記プロセッサおよびメモリが、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　次のシンボル期間境界の前のしきい値時間内に前記競合に勝ったかどうかを決定するこ
とと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを行うように構成され、前記ＣＵＢＳの前記少な
くとも一部分が、第１のシンボル期間の分数期間を備えるプリアンブルの間に送信され、
前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記決定することに少なくとも部分的に基づく
、
　装置。
［Ｃ６０］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、こ
こにおいて、前記プロセッサおよびメモリが、
　第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させ、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末尾部分を送信するように構成される、　
Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間と第３のシンボル期間とを備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、こ
こにおいて、前記プロセッサおよびメモリが、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信し、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信するように構成される、
　Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳが、第１のＣＵＢＳを備え、ここにおいて、前記プロセッサおよびメモリ
が、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させ、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの末尾部分を送信し、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信するように構成される、
　Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６３］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードが、プロセッサによって、
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　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　次のシンボル期間境界の前のしきい値時間内に前記競合に勝ったかどうかを決定するこ
とと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分を、前記無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して送信することとを行うように実行可能であり、前記ＣＵＢＳの前
記少なくとも一部分が、第１のシンボル期間の分数期間を備えるプリアンブルの間に送信
され、前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記決定することに少なくとも部分的に
基づく、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６４］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、こ
こにおいて、前記コードが、前記プロセッサによって、
　第２のＣＵＢＳを前記第２のシンボル期間と時間整合させ、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記時間整合された第２のＣＵＢＳの末尾部分を送信するように実行可能である
、
　Ｃ６３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６５］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間と第３のシンボル期間とを備え、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分が、前記第１のシンボル期間の前記分数期間およ
び前記第２のシンボル期間の第１の部分にわたって送信される第１のＣＵＢＳを備え、こ
こにおいて、前記コードが、前記プロセッサによって、
　前記第２のシンボル期間の第２の部分の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して、前記第１のＣＵＢＳの冒頭部分を送信し、
　前記第３のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信するように実行可能である、
　Ｃ６３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６６］
　前記次のシンボル期間境界の前の前記しきい値時間内に前記競合に勝ち、
　前記プリアンブルが、前記第１のシンボル期間の前記分数期間に後続する第２のシンボ
ル期間を備え、
　前記ＣＵＢＳが、第１のＣＵＢＳを備え、ここにおいて、前記コードが、前記プロセッ
サによって、
　前記第１のＣＵＢＳを前記第１のシンボル期間と時間整合させ、
　前記第１のシンボル期間の前記分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して、前記時間整合された第１のＣＵＢＳの末尾部分を送信し、
　前記第２のシンボル期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、第２
のＣＵＢＳを送信するように実行可能である、
　Ｃ６３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６７］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の一部分を選択することと、前記ＣＵＢＳの前
記一部分が、次のシンボル期間境界を基準として前記競合に勝つタイミングに少なくとも
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部分的に基づいて選択される、
　シンボル期間の分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記
ＣＵＢＳの前記一部分を送信することと
　を備える方法。
［Ｃ６８］
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して行われるべき送信に含まれる、複数のトーンを選択することと、
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）出力を前記複数のトーンにマッピングすることと、
　前記ＣＵＢＳを生成するために前記複数のトーンに対して逆高速フーリエ変換（ＩＦＦ
Ｔ）を実行することと
　をさらに備える、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ６９］
　ランダムシーケンスを生成することと、
　前記ＤＦＴ出力を生成するために前記ランダムシーケンスに対してＤＦＴを実行するこ
とと
　をさらに備える、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７０］
　前記ランダムシーケンスが、４相位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）シーケンスを備え
る、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７１］
　前記ランダムシーケンスが、一般化Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスまたはチャープ様
シーケンスのセットの中のシーケンスを備える、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７２］
　前記ランダムシーケンスが、ポリフェーズシーケンスを備える、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７３］
　前記複数のトーンが、１０個のトーンを含み、ここにおいて、前記ランダムシーケンス
が、ある長さの１０個の項を有し、ここにおいて、前記ランダムシーケンスに対して実行
される前記ＤＦＴは長さが１０である、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７４］
　ランダムシーケンスを生成することと、
　中間的な出力を生成するために前記ランダムシーケンスに対してＤＦＴを実行すること
と、
　前記ＤＦＴ出力を生成するために前記中間的な出力をダウンサンプリングすることと　
をさらに備える、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７５］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信が、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、
サウンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはスケジューリング要求（ＳＲ）のうちの少な
くとも１つを備える、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７６］
　前記複数のトーンを選択することが、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信に割り振られたリソースブロックの、中央におけるトーンを選
択することを備える、
　Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７７］
　前記複数のトーンを選択することが、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信に割り振られた連続するリソースブロッククラスタの、中央に
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おけるトーンを選択することを備える、
Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７８］
　前記複数のトーンが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域の中で均一な周波数間隔を
有する、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ７９］
　前記複数のトーンが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域の中で不均一な周波数間隔
を有する、Ｃ６８に記載の方法。
［Ｃ８０］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分とその後送信される信号との送信接合部に対して、ウィンド
ウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行すること
　をさらに備える、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ８１］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の送信の始まりに対して、ウィンドウ処理およびオーバーラ
ップ加算演算を実行すること
　をさらに備える、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ８２］
　前記競合、および前記送信することが、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される、Ｃ６
７に記載の方法。
［Ｃ８３］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分が、前記ＣＵＢＳの冒頭部分を備える、Ｃ６７に記載の方法
。
［Ｃ８４］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分が、前記ＣＵＢＳの末尾部分を備える、Ｃ６７に記載の方法
。
［Ｃ８５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つための手段と、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の一部分を選択するための手段と、前記ＣＵＢ
Ｓの前記一部分が、次のシンボル期間境界を基準として前記競合に勝つタイミングに少な
くとも部分的に基づいて選択される、
　シンボル期間の分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記
ＣＵＢＳの前記一部分を送信するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ８６］
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して行われるべき送信に含まれる、複数のトーンを選択するための手段と、
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）出力を前記複数のトーンにマッピングするための手段と、
　前記ＣＵＢＳを生成するために前記複数のトーンに対して逆高速フーリエ変換（ＩＦＦ
Ｔ）を実行するための手段と
　をさらに備える、Ｃ８５に記載の装置。
［Ｃ８７］
　ランダムシーケンスを生成するための手段と、
　前記ＤＦＴ出力を生成するために前記ランダムシーケンスに対してＤＦＴを実行するた
めの手段と
　をさらに備える、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ８８］
　前記ランダムシーケンスが、４相位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）シーケンスを備え
る、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ８９］
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　前記ランダムシーケンスが、一般化Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスまたはチャープ様
シーケンスのセットの中のシーケンスを備える、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ９０］
　前記ランダムシーケンスが、ポリフェーズシーケンスを備える、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記複数のトーンが、１０個のトーンを含み、ここにおいて、前記ランダムシーケンス
が、ある長さの１０個の項を有し、ここにおいて、前記ランダムシーケンスに対して実行
される前記ＤＦＴは長さが１０である、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ９２］
　ランダムシーケンスを生成するための手段と、
　中間的な出力を生成するために前記ランダムシーケンスに対してＤＦＴを実行するため
の手段と、
　前記ＤＦＴ出力を生成するために前記中間的な出力をダウンサンプリングするための手
段と
　をさらに備える、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９３］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信が、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、
サウンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはスケジューリング要求（ＳＲ）のうちの少な
くとも１つを備える、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９４］
　前記複数のトーンを選択するための前記手段が、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信に割り振られたリソースブロックの、中央におけるトーンを選
択するための手段を備える、
　Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９５］
　前記複数のトーンを選択するための前記手段が、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信に割り振られた連続するリソースブロッククラスタの、中央に
おけるトーンを選択するための手段を備える、
Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９６］
　前記複数のトーンが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域の中で均一な周波数間隔を
有する、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９７］
　前記複数のトーンが、前記無認可無線周波数スペクトル帯域の中で不均一な周波数間隔
を有する、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９８］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分とその後送信される信号との送信接合部に対して、ウィンド
ウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行するための手段
　をさらに備える、Ｃ８５に記載の装置。
［Ｃ９９］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の送信の始まりに対して、ウィンドウ処理およびオーバーラ
ップ加算演算を実行するための手段
　をさらに備える、Ｃ８５に記載の装置。
［Ｃ１００］
　前記競合、および前記送信することが、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行される、Ｃ８
５に記載の装置。
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［Ｃ１０１］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分が、前記ＣＵＢＳの冒頭部分を備える、Ｃ８５に記載の装置
。
［Ｃ１０２］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分が、前記ＣＵＢＳの末尾部分を備える、Ｃ８５に記載の装置
。
［Ｃ１０３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリとを備え、
　前記プロセッサおよびメモリが、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の一部分を選択することと、前記ＣＵＢＳの前
記一部分が、次のシンボル期間境界を基準として前記競合に勝つタイミングに少なくとも
部分的に基づいて選択される、
　シンボル期間の分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記
ＣＵＢＳの前記一部分を送信することとを行うように構成される、
　装置。
［Ｃ１０４］
　前記プロセッサおよびメモリが、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して行われるべき送信に含まれる、複数のトーンを選択し、
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）出力を前記複数のトーンにマッピングし、
　前記ＣＵＢＳを生成するために前記複数のトーンに対して逆高速フーリエ変換（ＩＦＦ
Ｔ）を実行するように構成される、
　Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１０５］
　前記プロセッサおよびメモリが、
　ランダムシーケンスを生成し、
　前記ＤＦＴ出力を生成するために前記ランダムシーケンスに対してＤＦＴを実行するよ
うに構成される、
　Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１０６］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信が、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、
サウンディング基準信号（ＳＲＳ）、またはスケジューリング要求（ＳＲ）のうちの少な
くとも１つを備える、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１０７］
　前記複数のトーンを選択するように構成されたプロセッサおよびメモリが、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信に割り振られたリソースブロックの、中央におけるトーンを選
択するように、前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１０８］
　前記複数のトーンを選択するように構成された前記プロセッサおよびメモリが、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の前記送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して行われるべき前記送信に割り振られた連続するリソースブロッククラスタの、中央に
おけるトーンを選択するように、前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ１０４に記載の装置。
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［Ｃ１０９］
　前記プロセッサおよびメモリが、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分とその後送信される信号との送信接合部に対して、ウィンド
ウ処理およびオーバーラップ加算演算を実行するように構成される、
　Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１１０］
　前記プロセッサおよびメモリが、
　前記ＣＵＢＳの前記一部分の送信の始まりに対して、ウィンドウ処理およびオーバーラ
ップ加算演算を実行するように構成される、
　Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１１１］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分が、前記ＣＵＢＳの冒頭部分を備える、Ｃ１０３に記載の装
置。
［Ｃ１１２］
　前記ＣＵＢＳの前記一部分が、前記ＣＵＢＳの末尾部分を備える、Ｃ１０３に記載の装
置。
［Ｃ１１３］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードが、プロセッサによって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスのための競合に勝つことと、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の一部分を選択することと、前記ＣＵＢＳの前
記一部分が、次のシンボル期間境界を基準として前記競合に勝つタイミングに少なくとも
部分的に基づいて選択される、
　シンボル期間の分数期間の間に、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記
ＣＵＢＳの前記一部分を送信することとを行うように実行可能である、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１１４］
　前記コードが、前記プロセッサによって、
　前記ＣＵＢＳの前記少なくとも一部分の送信の後に前記無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して行われるべき送信に含まれる、複数のトーンを選択し、
　離散フーリエ変換（ＤＦＴ）出力を前記複数のトーンにマッピングし、
　前記ＣＵＢＳを生成するために前記複数のトーンに対して逆高速フーリエ変換（ＩＦＦ
Ｔ）を実行するように実行可能である、
　Ｃ１１３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１１５］
　前記コードが、前記プロセッサによって、
　ランダムシーケンスを生成し、
　前記ＤＦＴ出力を生成するために前記ランダムシーケンスに対してＤＦＴを実行するよ
うに実行可能である、
　Ｃ１１４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１１６］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　いくつかのユーザ機器（ＵＥ）の各々からチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を受
信することと、各ＣＵＢＳが、無認可無線周波数スペクトル帯域の複数の周波数インター
レースのうちの１つにおいて受信される、
　前記いくつかのＵＥの各々の識別子を、前記受信されたＣＵＢＳから決定することと　
を備える方法。
［Ｃ１１７］
　第１のＣＵＢＳの一部分および第２のＣＵＢＳが、第１のＵＥから受信され、ここにお
いて、前記第１のＵＥの第１の識別子が、前記第２のＣＵＢＳから決定される、Ｃ１１６
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に記載の方法。
［Ｃ１１８］
　第１のＵＥから受信されるＣＵＢＳの第１のセットの構造が、第２のＵＥから受信され
るＣＵＢＳの第２のセットの構造と異なる、Ｃ１１６に記載の方法。
［Ｃ１１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　いくつかのユーザ機器（ＵＥ）の各々からチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を受
信するための手段と、各ＣＵＢＳが、無認可無線周波数スペクトル帯域の複数の周波数イ
ンターレースのうちの１つにおいて受信される、
　前記いくつかのＵＥの各々の識別子を、前記受信されたＣＵＢＳから決定するための手
段と
　を備える装置。
［Ｃ１２０］
　第１のＣＵＢＳの一部分および第２のＣＵＢＳが、第１のＵＥから受信され、ここにお
いて、前記第１のＵＥの第１の識別子が、前記第２のＣＵＢＳから決定される、Ｃ１１９
に記載の装置。
［Ｃ１２１］
　第１のＵＥから受信されるＣＵＢＳの第１のセットの構造が、第２のＵＥから受信され
るＣＵＢＳの第２のセットの構造と異なる、Ｃ１１９に記載の装置。
［Ｃ１２２］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリとを備え、
　前記プロセッサおよびメモリが、
　いくつかのユーザ機器（ＵＥ）の各々からチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を受
信することと、各ＣＵＢＳが、無認可無線周波数スペクトル帯域の複数の周波数インター
レースのうちの１つにおいて受信される、
　前記いくつかのＵＥの各々の識別子を、前記受信されたＣＵＢＳから決定することとを
行うように構成される、
　装置。
［Ｃ１２３］
　第１のＣＵＢＳの一部分および第２のＣＵＢＳが、第１のＵＥから受信され、ここにお
いて、前記第１のＵＥの第１の識別子が、前記第２のＣＵＢＳから決定される、Ｃ１２２
に記載の装置。
［Ｃ１２４］
　第１のＵＥから受信されるＣＵＢＳの第１のセットの構造が、第２のＵＥから受信され
るＣＵＢＳの第２のセットの構造と異なる、Ｃ１２２に記載の装置。
［Ｃ１２５］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ
可読媒体であって、前記コードが、プロセッサによって、
　いくつかのユーザ機器（ＵＥ）の各々からチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を受
信することと、各ＣＵＢＳが、無認可無線周波数スペクトル帯域の複数の周波数インター
レースのうちの１つにおいて受信される、
　前記いくつかのＵＥの各々の識別子を、前記受信されたＣＵＢＳから決定することとを
行うように実行可能である、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１２６］
　第１のＣＵＢＳの一部分および第２のＣＵＢＳが、第１のＵＥから受信され、ここにお
いて、前記第１のＵＥの第１の識別子が、前記第２のＣＵＢＳから決定される、Ｃ１２５
に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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［Ｃ１２７］
　第１のＵＥから受信されるＣＵＢＳの第１のセットの構造が、第２のＵＥから受信され
るＣＵＢＳの第２のセットの構造と異なる、Ｃ１２５に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
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